
 
 

 
 
 

 

2026年4⽉10⽇ 

 

エンゲージメントを通じ企業のESGへの取り組み向上を推進 

2025年は約3,000社と対話を実施 

 

アムンディ‧ジャパン株式会社 

 

欧州を代表する資産運⽤会社1、アムンディは、2026年4⽉9⽇、2025年における企業とのエンゲージメ

ントと議決権⾏使に関する主要な指標を発表しました。5ヵ国にまたがる約40⼈の専⾨家からなる専任チ

ームが実施するスチュワードシップは、アムンディの責任投資⽅針の礎のひとつであり、持続可能性こ

そが⻑期にわたる安定的な経済成⻑の基盤であるというゆるぎない信念のもとで取り組まれています。

アムンディは、建設的に対話を続けることがより良い成果につながると考えており、エンゲージメント

と議決権⾏使を通じて、経済に具体的な変化をもたらすことを⽬指しています。意欲的であるとともに

現実を踏まえるバランスの取れたアプローチでアムンディは変化への適応を着実に推進しています。 

 

 

2025年におけるエンゲージメントのハイライト： 

 2,948の発⾏体とのエンゲージメント： 5年間で倍増、アムンディの⼀貫した体系的な取り組みを

反映 

 主要な株式市場指数の相当部分をカバー： 

o 株式：MSCI Worldの95％ 

o 社債：Bloomberg Global Corporate Indexの76％ 

 主要なテーマで活発なエンゲージメント： 

o 気候変動：1,700の発⾏体  

o ⾃然資本の保全：901の発⾏体 

o ⼈的資本および⼈権：843の発⾏体 

 地域別：  

o 世界中のすべての地域でエンゲージメント件数が増加 

o 新興市場での伸びが顕著（2021年⽐2.7倍増） 

 2025年に終了したエンゲージメントの45％が良好な結果であり、発⾏体は主要なパフォーマンス

指標を概ね達成、もしくは達成に向けて順調に進捗 

 
1 出所：インベストメント‧ペンション‧ヨーロッパによる資産運用会社トップ 500 社（2025 年 6 月版、2024 年 12 月末の運用資産額）に基づく 



 
 

2025年における議決権⾏使結果： 

 10,851件の年次総会に参加 

 気候関連の株主提案への賛成率86％ 

 アムンディが求める厳格な基準を⼗分に満たしていないと判断された会社側提案への反対率26％ 

 

 

アムンディの機関投資家‧法⼈顧客部⾨およびESG部⾨の責任者であるジャンジャック‧バルベリスは

次のように述べています。 

「私たちは、ESG（環境‧社会‧ガバナンス）課題への企業の取り組みを改善させるため、綿密な対話を

⾏います。お客さまに持続可能な価値をもたらすために専⾨性を備えるとともに、エンゲージメントの

規模と⼀貫性の維持に努めています。そして、気候、⽣物多様性、社会、ガバナンスの各課題が相互に

関係する点を判断に織り込みながら、ポートフォリオの⻑期的な安定性を⾼められるよう着実に前に進

むことを⽬指しています。」 

 

欧州を代表する資産運⽤会社としての責任を⾃覚し、アムンディは投資家および株主として、移⾏とい

う困難な課題に⽴ち向かう企業を⽀援することに尽⼒しています。アムンディにおけるスチュワードシ

ップ活動とは、ESGの諸課題について企業と積極的かつ体系的に対話を⾏うとともに、明確な判断過程を

通じて⼀貫した議決権⾏使を実施することの組み合わせです。 

 

この変わることのないアプローチは、外部のステークホルダーからも評価されており、ShareAction2 が

毎年公表する「Voting Matters」レポートでは、アムンディがスチュワードシップ分野の世界的リーダー

の⼀社として位置付けられています。この評価は、レベルの⾼いスチュワードシップを維持するという

アムンディの姿勢を裏付けるものです。 

 

 

 

 

本件に関するお問合せ先 

アムンディ‧ジャパン株式会社 広報部  

e-mail： amundi_Japan_PR@amundi.com 

直通： 050-4561-2565 

公式ウェブサイト： amundi.co.jp 

 

  

 

 

 

 

 

 
2 責任投資を推進する英国の⾮営利慈善団体 

https://shareaction.org/reports/voting-matters-2024
mailto:amundi_Japan_PR@amundi.com
https://www.amundi.co.jp/


 
 

アムンディについて 

アムンディは、欧州を代表する資産運用会社であり、世界トップ 101にランクインしています。世界で 2 億を

超える、個人投資家、機関投資家および事業法人のお客さまに、伝統的資産や実物資産のアクティブ

およびパッシブ運⽤による幅広い種類の資産運⽤ソリューションを提供し、⾦融バリューチェーン全体を

カバーする IT ツールでサービスの強化を図っています。クレディ‧アグリコル‧グループ傘下で、ユーロ

ネクスト‧パリ市場に上場するアムンディは、現在、約 440 兆円3の資産を運⽤しています。 

世界６つの運用拠点4、財務‧⾮財務のリサーチ能⼒および責任投資への⻑年の取り組みにより、アムンディは

資産運⽤業界の中⼼的存在です。 

アムンディは、34 ヵ国を超える国と地域で約 5,400 人 3 の従業員の専⾨知識と助⾔をお客さまに提供

しています。 

 

アムンディ 信頼されるパートナー 

日々、お客さまと社会のために 

 

 

 

 

 

 

 

 

本資料は、アムンディ‧アセットマネジメントが⼀般‧参考情報の提供を⽬的として作成した資料をアムンディ‧ジャパン（以下、

弊社）が⼀部翻訳したものです。本資料は、本資料に含まれるいかなる⾦融商品の販売や媒介を意図、または購⼊‧売却の勧誘を

目的としたものではありません。本資料は法令に基づく開⽰資料ではありません。本資料中に記載したアムンディ‧アセットマネ

ジメントの⾒通し、予想、予想意⾒等（以下、⾒通し等）は、当資料作成⽇現在のものであり、今後予告なしに変更されることが

あります。また、⾒通し等や過去の運⽤実績を含むいかなる内容も、将来の投資収益等を⽰唆または保証するものではありません。

本資料は、信頼できると考えられる情報に基づき作成しておりますが、情報の正確性、完全性について保証するものではありませ

ん。本資料に記載されている内容は、全て本資料作成⽇以前のものであり、今後予告なしに変更される可能性があります。本資料

に含まれる情報から⽣じるいかなる責務（直接的、間接的を問わず）を負うものではありません。弊社の許可なく、本資料を複製

または再配布することはできません。 
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3 2025 年 12 月末現在。運用資産額は約 2 兆 3,800 億ユーロ、1 ユーロ＝184.33 円で換算 

4 主要な運⽤拠点：パリ、ロンドン、ダブリン、ミラノ、東京およびサンアントニオ（ビクトリー‧キャピタルとの戦略的パートナーシップを通じて） 

商 号 等：アムンディ‧ジャパン株 式会 社 

⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第 350 号 

加⼊協会：⼀般社団法⼈ 資産運⽤業協会 ⽇本証券業協会 

⼀般社団法⼈第⼆種⾦融商品取引業協会 


